
謹んで新春をお祝い申し上げます。

新型コロナウイルス感染症パンデミックが長引く中、

最前線で人々の命と健康を守ってくださっている皆様に

深い敬意と感謝の意を表します。この渦中にあって、

個々人や集団への直接対応、調査・解析、予防行動の

普及、資源調達、関係者との調整、施策の立案と実装、

エビデンスやツールの創出など社会医学的活動を行って

いること自体、柔軟で創造的な思考と勇気ある行動で

道を拓いてきておられる証と存じます。

社会医学・公衆衛生の現代的な重要性は益々明確に

認識されるようになり、個々人の専門的能力への期待も

高まっています。社会医学系専門医制度も、社会の期待

に応え、より有効な社会基盤となり制度上の位置づけも

益々強化されていく時代の流れにあり、関係者一同力を

合わせその流れを加速していきたいと存じます。

この新しい2022年が、皆様にとりまして御多幸と御活

躍の年でありますことを心から祈念申し上げ、新年の

ご挨拶といたします。

理事長 今中 雄一
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新年あけましておめでとうございます。

新型コロナ感染症への対応で皆様もお忙しいところ

とは存じます。皆様のご活躍により社会を支えるイン

フラとしての社会医学、公衆衛生学の意義が広く知ら

れることとなってきました。

本年3月には本協会発足年に専門医、指導医を取得

された方の更新となります。現在、更新申請を受けて

の認定作業が進められているところですが、この申請

にあたり、事務局等の作業が急増したこともあり、ご

迷惑をおかけしておりますこと、まことに申し訳ござ

いません。ホームページなどでご自身の申請の処理状

況等がわかるように情報公開を進めておりますので、

ぜひご参照ください。

さて、新型コロナ感染症への対応は、まだ収まりそ

うにありませんが、本年の目標としては、多くの人に

社会医学、公衆衛生学への理解を深めていただくため

の広報活動を更に強化いたしますことを考えておりま

す。皆様方には、これまでと変わらぬご指導、ご協力

を賜りたく、よろしくお願いいたします。

副理事長、会計担当理事

大久保靖司
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第 27 回日本災害医学会総会・学術集会  

 

会  期：2022 年 3 月 3 日（木）～5 日（土） 

テ ー マ：災害医療のパラダイムシフト ―何を攻め・守り・育てるのか― 
会  長：中田 敬司（神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科） 
副 会 長：久保 達彦（広島大学 大学院医系科学研究科 公衆衛生学） 
事務局長：中田 正明（兵庫県災害医療センター/神戸赤十字病院 放射線課） 

会  場：広島国際会議場 他 

 

学術集会事務局：神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 
〒650-8586 神戸市中央区港島 1-1-3 
広島大学 大学院医系科学研究科 公衆衛生学 
〒734-8553 広島県広島市南区霞 1-2-3 
広島運営準備委員会 委員長 田治 明宏 
 

運 営 準 備 室 ：日本コンベンションサービス株式会社 神戸支社内 
〒650-0046 神戸市中央区港島中町 6-9-1 神戸国際交流会館 6F 

 
お問合せ 
※新型コロナウイルス感染防止徹底のため、担当者がテレワークを実施しております。 
お問い合わせは専用フォームよりお願いいたします。 
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第 92 回日本衛生学会学術総会 

 

会 期：2022年 3月 21日（月・祝）～ 23日（水） 

テーマ：  ポストコロナ社会の衛生学 
 
会 長：  島 正之（兵庫医科大学公衆衛生学） 

 

会場：兵庫医科大学 平成記念会館・教育研究棟（兵庫県西宮市） 

 

事務局連絡先：総会事務局  兵庫医科大学 公衆衛生学 

〒663-8501 西宮市武庫川町 1-1 

TEL：0798-45-6566 

 

運営事務局  株式会社プロコムインターナショナル 

〒135-0063 東京都江東区有明三丁目 6番地 11 TFTビル東館 9階 

TEL：03-5520-8821 FAX：03-5520-8820 E-mail：jsh92@procom-i.jp 
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2021 年 10 月 29 日（金）～31 日（日）の 3 日間にわたり、第 59 回日本医療・病院管理学会学術総会

を WEBで開催いたしましたのでご報告申し上げます。 

本学術総会は、新型コロナウイルス流行の影響で昨年度と同様に WEB 開催となり、会期中は各セッシ

ョンをライブ配信しましたが、それに加えて今回は、会期の終了後にも全てのセッションのオンデマン

ド配信を実施しました。この会期終了後のオンデマンド配信は、当初は 2週間で終了する予定でしたが、

一部のコンテンツの編集に手間取り、WEB への掲載が遅れたため視聴期間を急遽延長し、最終的には  

11月 30日まで 4週間にわたりオンデマンド配信を行いました。 

例年通り「社会医学系専門医協会」の後援を得て、「公衆衛生学会」や「衛生学会」、また「医療情報学

会」など、専門医協会の構成学会・団体の会員の方々に、シンポジストや座長などとして参加して頂きま

した。特に、「全国保健所長会」とは共催企画として「新型コロナウイルスのパンデミックとの対峙」と

題して、水際対策としての空港検疫から、保健所による入院調整など地域医療機関との連携、さらには病

院における入院患者の受け入れ、そして感染患者の在宅療養を支援する診療所の役割など、保健・医療の

各セクターがどのようにパンデミックに対応してきたのか、その全体像を通覧して議論するシンポジウ

ムを開催しました。 

このようなシンポジウムや教育講演など、合計で 23のセッションを企画・実施して、その殆どは社会

医学系専門医制度の履修単位に位置付けて、社会医学系専門医・指導医の資格更新、そして専攻医の研修

プログラム履修の機会として活用して頂けるようにしました。また、一般演題は 62 演題の発表があり、

事前に録音・録画した発表内容を提出して頂き、会期の 1 週間前からオンデマンド視聴できるようにし

ました。そして、一般演題の中から優秀演題賞として 3演題を選出し、最終日のクロージングセッション

で表彰と受賞者によるショートプレゼンテーションをライブで放映しました。 

会期中のライブ配信は、ほとんど何のトラブルもなく行うことができ、これも各セッションの座長や演

者の先生方のご理解とご協力の賜物と思っています。また、参加登録者数が 950 名前後も確保できたこ

とは、社会医学系専門医協会、およびその構成学会・団体の会員の方々にも、数多く参加して頂くことが

できたお陰だと心から御礼を申し上げます。今後も社会医学系専門医制度とリンクした企画を、関連の

学会や団体とコラボしながら継続して行くことを願っています。 

第 59 回日本医療・病院管理学会学術総会開催のご報告 

  

  

 

 

第 59回日本医療・病院管理学会学術総会 会長 

東京女子医科大学・教授 

寺崎 仁 
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このたび第 80 回日本公衆衛生学会総会を 2021 年 12 月 21 日～23 日の日程で、初日および 2 日目を

京王プラザホテル、3 日目を東京大学伊藤国際学術研究センターにおいて開催いたしました。新型コロナ

ウイルスパンミック下のため、講演・シンポジウムは会場開催、一般演題（口演、示説）についてはオン

デマンド配信によるハイブリッド開催となりました。 
本総会のメインテーマは「社会の組織的な取り組みと協働で人々の健康をまもる」としました。社会の

組織的な取り組みは、感染症対策や生活習慣病対策においてきわめて重要なフレームワークをなすもの

です。また、協働という言葉はこれまでの総会のメインテーマでも繰り返し使われてきましたが、今回も

公衆衛生活動に相応しい言葉として取りあげました。 
さて、具体的な内容ですが、一般演題（口演、示説）1041 題、English Session 60 題、シンポジウム

42 題、特別講演 1 題、教育講演 7 題、奨励賞受賞講演 5 題、学会長講演、自由集会、職能研修会、ラン

チョンセミナー、一般展示という構成になりました。初日には社会医学系専門医指導医講習会も催され

ました。 
メインシンポジウムでは、喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症対策が多面的に取り上げられ、

総会開催時点での最新の情報や知見に関する報告と質疑応答が行われました。特別講演では、NPO 法人

全国こども食堂支援センター・むすびえ理事長の湯浅誠氏にむすびえの活動を話していただきました。

教育講演では、吉川肇子氏（慶應義塾大学）によるリスクコミュニケーション、福吉潤氏（キャンサース

キャン）による公衆衛生分野におけるナッジの活用、錦織信幸氏（WHO）によるユニバーサル・ヘルス・

カバレッジ（UHC）の文脈における結核の世界戦略など、幅広いトピックが取り上げられました。また、

市民公開シンポジウムとして、「ポストコロナ時代に求められる公衆衛生人材」、「タバコ対策 Q&A 屋内

禁煙・新型コロナ・タバコ値上げのインパクト」、「人生 100 年時代のためのフレイル予防」、「プラスチ

ックのガバナンス：感染症制御のための衛生環境管理と資源循環」が催されました。なお、社会医学系専

門医の単位については総会 HP の「単位取得について」の項をご覧ください。 
最後になりましたが、学会開催にあたり多くのご支援、ご助力を賜りました自治体、各種団体、関係者

の皆様、また協賛・助成を頂いた企業・団体の皆様に厚く御礼申し上げます。 
 

（追記）一般演題については、引き続きオンデマンド配信を行い、講演・シンポジウムについては 2022
年 1 月 21 日よりオンデマンド配信を開始します。いずれも 2022 年 2 月 28 日まで視聴可能です。学会

参加登録も 2 月 21 日正午まで受け付けています。 

第 80 回日本公衆衛生学会総会開催のご報告 

  

  

 

 

第 80回日本公衆衛生学会総会 学会長 

 東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野 教授 
小林 廉毅 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 



メールアドレス：jbphsm@asas-mail.jp 電話番号：03-6821-7388

mailto:jbphsm@asas-mail.jp


学術集会開催情報等（2022.1.11時点）
構成学会 次回 年次総会 開催地 大会HP

日本疫学会 2022/1/26～28
浦安市＆
WEB

https://procomu.jp/jea2022/index.html

日本災害医学会 2022/3/3～5 広島市 https://site2.convention.co.jp/27jadm/

日本衛生学会 2022/3/21～23 西宮市 https://procomu.jp/jsh2022/

日本産業衛生学会 2022/5/25～28 高知市 https://convention.jtbcom.co.jp/sanei94/

日本医療情報学会春季学術大会 2022/6/30～7/2 岡山市 https://med-gakkai.jp/jami2022/

日本医療・病院管理学会 2022/9/16～18 岡山市 作成中

日本産業衛生学会全国協議会 2022/9/29～10/1 札幌市 作成中

日本公衆衛生学会 2022/10/7～9 甲府市 http://jsph81.umin.jp/

日本職業・災害医学会 2022/11/5～6 神戸市 https://kwcs.jp/jsomt70/

日本医療情報学会 2022/11/17～20 札幌市 https://jcmi42.org/

【要確認】専門医・指導医番号について

【更新が間近な方へ】
番号に基づいて、更新が間近な方は、まず、更新

までに「鍵学会の年次総会」に２回参加することが
できるか、確認をしてください。

○ ２回参加できる→予定を確実に確保することを
おすすめします。

○ ２回参加できない→今年度の更新では「１年延
長」が認められていますので、延長の手続をとり、
鍵学会への参加等を着実に進めてください。

指18-18XXXX

個人固有の番号

初めて指定を受けた年
（西暦）の下２桁

直近の指定・更新をした年
（西暦）の下２桁
・17→今年度更新
・18→来年度更新

指導医・専門医・専攻医の区分

https://procomu.jp/jea2022/index.html
https://site2.convention.co.jp/27jadm/
https://procomu.jp/jsh2022/
https://convention.jtbcom.co.jp/sanei94/
https://med-gakkai.jp/jami2022/
http://jsph81.umin.jp/
https://kwcs.jp/jsomt70/
https://jcmi42.org/
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事務局からのお知らせ 
 
【専門医・指導医更新のご提出いただきありがとうございました】 
新型コロナウイルスの感染拡大により更新申請が困難であるとのお申し出を多くいただいております。

当協会、および事務局は更新につきまして 2022 年度も継続してできる限り配慮する所存でございますの

で、引き続きよろしくお願い申し上げます。 
 
http://shakai-senmon-i.umin.jp/wordpress/wp-content/uploads/koushinqanda0716.pdf 
 
【登録情報の変更、請求書再送、領収書発行のご依頼について】 
所属先のご異動・お住いのお引越し・メールアドレスの変更等がございましたら、 
社会医学系専門医協会事務局まで登録内容変更届をご提出ください。 
 
登録事項変更届のダウンロードは下記 URL から 

http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/1231/ 
 
新年度（2022 年度）年間登録料は 2022 年 4 月以降に発行・発送予定です。 
お引越し・ご異動がある場合は登録情報変更をお早めに！ 

 
年間登録料請求書の再発行、領収書の発行をご希望の際は下記お知らせ記事の下部より 
サンプル EXCEL をダウンロードの上、返信用封筒を同封の上、ご依頼ください。 

http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/1879/ 
 

【変更届送付先・請求書、領収書発行依頼先】 
社会医学系専門医協会 事務局 
E-mail : jbphsm@asas-mail.jp 
FAX : 03-5981-6012 

 

 

 

http://shakai-senmon-i.umin.jp/wordpress/wp-content/uploads/koushinqanda0716.pdf
http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/1231/
http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/1879/
mailto:jbphsm@asas-mail.jp
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